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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分、およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリー
ム（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４ｌｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成
分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または前記Ｃ３

分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が低
い留分（４４）とに分離するための方法であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）および第２の部分（３３）に
分割し、
　（２）前記第１の部分（３２）を冷却し（１０）、
　（３）前記第２の部分（３３）を冷却し（１１８ｄ）、
　（４）前記冷却された第１の部分（３２ａ）と前記冷却された第２の部分（３３ａ）と
を合流し、冷却されたガスストリーム（３１ａ、３４）を形成し、
　（５）前記冷却されたガスストリーム（３１ａ、３４）を、第１のストリーム（３６）
および第２のストリーム（３９）に分割し、
　（６）前記第１のストリーム（３６）を冷却し（１０）、その実質的な全てを凝縮し（
３８ａ）、続いて、より低圧に膨張させて（１４）さらに冷却し（３８ｂ）、
　（７）前記膨張させて冷却した第１のストリームを、処理アセンブリ（１１８）に収容
した吸収手段（１１８ｃ）に対する頂部フィード（３８ｂ）として供給し、
　（８）前記第２のストリーム（３９）を、前記より低圧に膨張させて（１５）、前記吸
収手段（１１８ｃ）に対する底部フィード（３９ａ）として供給し、
　（９）前記蒸留蒸気ストリーム（４１）を、前記吸収手段（１１８ｃ）の上部領域から
収集し、１つ以上の熱交換手段（１０）において加熱し、それにより、工程（２）および
（６）の冷却の少なくとも一部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）
としての前記加熱した蒸留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出し、
　（１０）前記吸収手段（１１８ｃ）の下部領域から蒸留液体ストリームを収集し、前記
処理アセンブリ（１１８）に収容された熱および物質移動手段（１１８ｄ）中で加熱し、
これにより、工程（３）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記蒸留液体スト
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リームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前記加熱されて
ストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留分（４４）と
して前記処理アセンブリ（１１８）から放出し、
　（１１）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
）の量および温度が、前記相対的に揮発性が低い留分（４４）中の成分の大部分が回収さ
れるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持するのに有効で
ある
方法。
【請求項２】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分、およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリー
ム（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４ｌｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成
分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または前記Ｃ３

分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が低
い留分（４４）とに分離するための方法であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）および第２の部分（３３）に
分割し、
　（２）前記第１の部分（３２）を冷却し（１０）、
　（３）前記第２の部分（３３）を冷却し（１１８ｄ）、
　（４）前記冷却された第１の部分（３２ａ）と前記冷却された第２の部分（３３ａ）と
を合流し部分的に凝縮されたガスストリーム（３１ａ）を形成し、
　（５）前記部分的に凝縮されたガスストリーム（３１ａ）を、分離手段（１２または１
１８ｅ）に供給してその中で分離させ、蒸気ストリーム（３４）および少なくとも１つの
液体ストリーム（３５）を提供し、
　（６）前記蒸気ストリーム（３４）を、前記第１のストリーム（３６）および第２のス
トリーム（３９）に分割し、
　（７）前記第１のストリーム（３６）を冷却し（１０）、その実質的な全てを凝縮し（
３８ａ）、続いて、より低圧に膨張させて（１４）さらに冷却し（３８ｂ）、
　（８）前記膨張させて冷却した第１のストリームを、処理アセンブリ（１１８）に収容
した吸収手段（１１８ｃ）に対する頂部フィード（３８ｂ）として供給し、
　（９）前記第２のストリーム（３９）を、前記より低圧に膨張させて（１５）、前記吸
収手段（１１８ｃ）に対する底部フィード（３９ａ）として供給し、
　（１０）前記少なくとも１つの液体ストリーム（３５）の少なくとも一部（４０）を前
記より低圧に膨張させ（１７）、
　　（１０ａ）前記少なくとも１つの液体ストリームの前記膨張された少なくとも一部を
、前記吸収手段（１１８ｃ）に対する第２の底部フィードとして供給し（４０ａ）、また
は
　　（１０ｂ）（ｉ）熱および物質移動手段（１１８ｄ）が上部および下部領域を有し、
　　　　　　（ｉｉ）前記少なくとも１つの液体ストリームの前記膨張された少なくとも
一部を、前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）の前記上部領域と前記下部領域との間に
入るように、前記処理アセンブリ（１１８）に供給し（４０ａ）、
　（１１）前記蒸留蒸気ストリーム（４１）を、前記吸収手段（１１８ｃ）の上部領域か
ら収集し、１つ以上の熱交換手段（１０）において加熱し、それにより、工程（２）およ
び（７）の冷却の少なくとも一部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス留分（４１ｄ
）としての前記加熱した蒸留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出し、
　（１２）前記吸収手段（１１８ｃ）の下部領域から蒸留液体ストリームを収集し、前記
処理アセンブリ（１１８）に収容された前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）中で加熱
し、これにより、工程（３）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記蒸留液体
ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前記加熱さ
れてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留分（４４
）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出し、
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　（１３）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
、４０ａ）の量および温度が、前記相対的に揮発性が低い留分（４４）中の成分の大部分
が回収されるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持するの
に有効である
方法。
【請求項３】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分、およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリー
ム（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４ｌｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成
分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または前記Ｃ３

分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が低
い留分（４４）とに分離するための方法であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）および第２の部分（３３）に
分割し、
　（２）前記第１の部分（３２）を冷却し（１０）、
　（３）前記第２の部分（３３）を冷却し（１１８ｄ）、
　（４）前記冷却された第１の部分（３２ａ）と前記冷却された第２の部分（３３ａ）と
を合流し部分的に凝縮されたガスストリーム（３１ａ）を形成し、
　（５）前記部分的に凝縮されたガスストリーム（３１ａ）を、分離手段（１２または１
１８ｅ）に供給してその中で分離させ、蒸気ストリーム（３４）および少なくとも１つの
液体ストリーム（３５）を提供し、
　（６）前記蒸気ストリーム（３４）を、前記第１のストリーム（３６）および第２のス
トリーム（３９）に分割し、
　（７）前記第１のストリーム（３６）を、前記少なくとも１つの液体ストリーム（３５
）の少なくとも一部（３７）と合流させて合流したストリーム（３８）を形成し、
　（８）前記合流したストリーム（３８）を、冷却して（１０）、その全てを実質的に凝
縮し（３８ａ）、続いて、より低圧に膨張させ（１４）、それにより、さらに冷却し（３
８ｂ）、
　（９）前記膨張させ冷却した合流したストリーム（３８ｂ）を、処理アセンブリ（１１
８）に収容した吸収手段（１１８ｃ）に対する前記頂部フィードとして供給し、
　（１０）前記第２のストリーム（３９）を、前記より低圧に膨張させて（１５）、前記
吸収手段（１１８ｃ）に対する第１の底部フィード（３９ａ）として供給し、
　（１１）前記少なくとも１つの液体ストリーム（３５）の任意の残りの部分（４０）を
、前記より低圧に膨張させ(１７)、
　　　　（１１ａ）前記少なくとも１つの液体ストリームの前記膨張された任意の残りの
部分を、前記吸収手段（１１８ｃ）に対する第２の底部フィードとして供給し（４０ａ）
、または
　　　　（１１ｂ）（ｉ）熱および物質移動手段（１１８ｄ）が上部および下部領域を有
し、
　　　　　　　　　（ｉｉ）前記少なくとも１つの液体ストリームの前記膨張された任意
の残りの部分を、前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）の前記上部領域と前記下部領域
との間に入るように前記処理アセンブリ（１１８）に供給し（４０ａ）、
　（１２）前記蒸留蒸気ストリーム（４１）を、前記吸収手段（１１８ｃ）の上部領域か
ら収集し、１つ以上の熱交換手段（１０）において加熱し、それにより、工程（２）およ
び（８）の冷却の少なくとも一部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス留分（４１ｄ
）としての前記加熱した蒸留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出し、
　（１３）前記吸収手段（１１８ｃ）の下部領域から蒸留液体ストリームを収集し、前記
処理アセンブリ（１１８）に収容された前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）中で加熱
し、これにより、工程（３）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記蒸留液体
ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前記加熱さ
れてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留分（４４
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）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出し、
　（１４）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
、４０ａ）の量および温度が、前記相対的に揮発性が低い留分（４４）中の成分の大部分
が回収されるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持するの
に有効である
方法。
【請求項４】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分、およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリー
ム（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４ｌｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成
分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または前記Ｃ３

分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が低
い留分（４４）とに分離するための方法であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）および第２の部分（３３）に
分割し、
　（２）前記第１の部分（３２）を冷却し（１０）、続いて、前記低圧に膨張させ(１５)
、
　（３）前記膨張させ冷却した第１の部分（３４ａ）を、処理アセンブリ（１１８）に収
容した吸収手段（１１８ｃ）に対する前記底部フィードとして供給し、
　（４）前記第２の部分（３３）を冷却して（１１８ｄ、１０）、その全てを実質的に凝
縮し（３８ａ）、続いて、前記低圧に膨張させることにより（１４）、さらに冷却し（３
８ｂ）、
　（５）前記膨張し冷却した第２の部分（３８ｂ）を、前記吸収手段（１１８ｃ）に対す
る前記頂部フィードとして供給し、
　（６）前記蒸留蒸気ストリーム（４１）を、前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域
から収集し、前記１つ以上の熱交換手段（１０）において加熱し、それにより、ステップ
（２）および（４）における冷却の少なくとも一部を供給し、続いて、前記揮発性の残留
ガス留分（４１ｄ）としての前記加熱した蒸留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出し、
　（７）前記蒸留蒸気ストリームを、前記吸収手段（１１８ｃ）の前記下部領域から収集
し、前記処理アセンブリ（１１８）に収容された熱および物質移動手段（１１８ｄ）にお
いて加熱し、それにより、工程（４）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記
蒸留液体ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前
記加熱されてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留
分（４４）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出し、
　（８）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３４ａ）
の量および温度が、前記相対的に揮発性が低い留分（４４）中の成分の大部分が回収され
るような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持するのに有効であ
る
方法。
【請求項５】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分、およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリー
ム（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４ｌｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成
分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または前記Ｃ３

分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が低
い留分（４４）とに分離するための方法であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）および第２の部分（３３）に
分割し、
　（２）前記第１の部分（３２）を十分に冷却して（１０）、部分的に凝縮し（３２ａ）
、
　（３）前記部分的に凝縮した第１の部分（３２ａ）を、分離手段（１２または１１８ｅ
）に供給し、その中で分離し、蒸気ストリーム（３４）および少なくとも１つの液体スト
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リーム（３５）を提供し、
　（４）前記蒸気ストリーム（３４）をより低圧に膨張させ（１５）、処理アセンブリ（
１１８）に収容された吸収手段（１１８ｃ）に対する第１の底部フィード（３４ａ）とし
て供給し、
　（５）前記少なくとも１つの液体ストリーム（３５）の少なくとも一部（４０）を、前
記より低圧に膨張させ、
　　　　（５ａ）前記少なくとも１つの液体ストリームの前記膨張された少なくとも一部
を、前記吸収手段（１１８ｃ）に対する第２の底部フィード（４０ａ）として供給し、ま
たは
　　　　（５ｂ）（ｉ）熱および物質移動手段（１１８ｄ）が上部および下部領域を有し
、
　　　　　　　　（ｉｉ）前記少なくとも１つの液体ストリームの前記膨張された少なく
とも一部を、前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）の前記上部領域と前記下部領域との
間に入るように、前記処理アセンブリ（１１８）に供給し（４０ａ）、
　（６）前記第２の部分（３３）を冷却して（１１８ｄ、１０）、その全てを実質的に凝
縮し（３８ａ）、続いて、前記低圧に膨張させることにより（１４）、さらに冷却し（３
８ｂ）、
　（７）前記膨張し冷却した第２の部分（３８ｂ）を、前記吸収手段（１１８ｃ）に対す
る前記頂部フィードとして供給し、
　（８）蒸留蒸気ストリーム（４１）を、前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域から
収集し、前記１つ以上の熱交換手段（１０）において加熱し、それにより、ステップ（２
）および（６）における冷却の少なくとも一部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス
留分（４１ｄ）としての前記加熱した蒸留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出し、
　（９）蒸留蒸気ストリームを、前記吸収手段（１１８ｃ）の前記下部領域から収集し、
前記処理アセンブリ（１１８）に収容された前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）にお
いて加熱し、それにより、工程（６）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記
蒸留液体ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前
記加熱されてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留
分（４４）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出し、
　（１０）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
、４０ａ）の量および温度が、前記相対的に揮発性が低い留分（４４）中の成分の大部分
が回収されるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持するの
に有効である
方法。
【請求項６】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分、およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリー
ム（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４ｌｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成
分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または前記Ｃ３

分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が低
い留分（４４）とに分離するための方法であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）および第２の部分（３３）に
分割し、
　（２）前記第１の部分（３２）を十分に冷却して（１０）、部分的に凝縮し（３２ａ）
、
　（３）前記部分的に凝縮した第１の部分（３２ａ）を、分離手段（１２または１１８ｅ
）に供給し、その中で分離し、蒸気ストリーム（３４）および少なくとも１つの液体スト
リーム（３５）を提供し、
　（４）前記蒸気ストリーム（３４）をより低圧に膨張させ（１５）、処理アセンブリ（
１１８）に収容された吸収手段（１１８ｃ）に対する第１の底部フィード（３４ａ）とし
て供給し、
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　（５）前記第２の部分（３３）を冷却し（１１８ｄ）、その後、前記少なくとも１つの
液体ストリーム（３５）の少なくとも一部（３７）と合流させて、合流したストリーム（
３８）を形成し、
　（６）前記合流したストリーム（３８）を冷却して（１０）、その全てを実質的に凝縮
し（３８ａ）、続いて、前記より低圧に膨張させ（１４）、それにより、さらに冷却し（
３８ｂ）、
　（７）前記膨張させ冷却した合流したストリーム（３８ｂ）を、前記吸収手段（１１８
ｃ）に対する頂部フィードとして供給し、
　（８）前記少なくとも１つの液体ストリーム（３５）の任意の残りの部分（４０）を前
記より低圧に膨張させ(１７)、
　　　　（８ａ）前記少なくとも１つの液体ストリームの前記膨張された任意の残りの部
分を、前記吸収手段（１１８ｃ）に対する第２の底部フィード（４０ａ）として供給し、
または
　　　　（８ｂ）（ｉ）熱および物質移動手段（１１８ｄ）が上部および下部領域を有し
、
　　　　　　　　（ｉｉ）前記少なくとも１つの液体ストリームの前記膨張された任意の
残りの部分を、前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）の前記上部領域と前記下部領域と
の間に入るように前記処理アセンブリ（１１８）に供給し（４０ａ）、
　（９）蒸留蒸気ストリーム（４１）を、前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域から
収集し、前記１つ以上の熱交換手段（１０）において加熱し、それにより、ステップ（２
）および（６）における冷却の少なくとも一部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス
留分（４１ｄ）としての前記加熱した蒸留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出し、
　（１０）蒸留蒸気ストリームを、前記吸収手段（１１８ｃ）の前記下部領域から収集し
、前記処理アセンブリ（１１８）に収容された前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）に
おいて加熱し、それにより、工程（５）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前
記蒸留液体ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、
前記加熱されてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い
留分（４４）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出し、
　（１１）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
、４０ａ）の量および温度が、前記相対的に揮発性が低い留分（４４）中の成分の大部分
が回収されるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持するの
に有効である
方法。
【請求項７】
　前記分離手段（１１８ｅ）を前記処理アセンブリ（１１８）に収容する、請求項２、３
、５、または６に記載の方法。
【請求項８】
　（１）ガス収集手段（１１８ｅ）を前記処理アセンブリ（１１８）に収容し、
　（２）外部の冷却媒体に通じる１つ以上の経路を含む追加的な熱および物質移動手段を
、前記ガス収集手段（１１８ｅ）内部に含み、
　（３）前記冷却されたガスストリーム（３１ａ）を前記ガス収集手段（１１８ｅ）に供
給し、前記外部の冷却媒体によりさらに冷却される前記追加的な熱および物質移動手段に
導き、
　（４）前記さらに冷却されたガスストリーム（３４）を、前記第１のストリーム（３６
）と第２のストリーム（３９）とに分割する、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　（１）ガス収集手段（１１８ｅ）を前記処理アセンブリ（１１８）に収容し、
　（２）外部の冷却媒体に通じる１つ以上の経路を含む追加的な熱および物質移動手段を
、前記ガス収集手段（１１８ｅ）内部に含み、
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　（３）前記冷却された第１の部分（３２ａ）を前記ガス収集手段（１１８ｅ）に供給し
、前記外部の冷却媒体によりさらに冷却される前記追加的な熱および物質移動手段に導き
、
　（４）前記さらに冷却された第１の部分（３４）を、前記より低圧に膨張し（１５）、
続いて、前記底部フィード（３４ａ）として前記吸収手段（１１８ｃ）に供給する、
請求項４に記載の方法。
【請求項１０】
　（１）外部の冷却媒体に通じる１つ以上の経路を含む追加的な熱および物質移動手段を
、前記分離手段（１２または１１８ｅ）内部に含み、
　（２）前記蒸気ストリームを、前記外部の冷却媒体により冷却される前記追加的な熱お
よび物質移動手段に導き、追加的な凝縮物を形成し、
　（３）前記凝縮物を、そこで分離された前記少なくとも１つの液体ストリーム（３５）
の一部とする、
請求項２、３、５、６、または７に記載の方法。　
【請求項１１】
　前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）は、前記蒸留液体ストリームから出た前記より
高い揮発性成分を前記ストリッピングするための、前記フィードガス（３３）により供給
される加熱を補う外部の加熱媒体に通じる１つ以上の経路を含む、
請求項１、２、３、４、５、６、７、８、９、または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリーム
（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成分
の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または、前記Ｃ３

成分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が
低い留分（４４）とに分離するための装置であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）と第２の部分（３３）とに分
割する第１の分割手段と、
　（２）前記第１の部分（３２）を受け入れ、それを冷却する、前記第１の分割手段に接
続された第１の熱交換手段（１０）と、
　（３）前記第２の部分（３３）を受け入れ、それを冷却する、前記第１の分割手段に接
続され、かつ処理アセンブリ（１１８）に収容された熱および物質移動手段（１１８ｄ）
と、
　（４）前記第１の熱交換手段（１０）並びに前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）に
接続されており、前記冷却された第１の部分（３２ａ）および前記冷却された第２の部分
（３３ａ）を受け入れ、冷却されたガスストリーム（３１ａ、３４）を形成する合流手段
と、
　（５）前記合流手段に接続されており、前記冷却されたガスストリーム（３１ａ、３４
）を受け入れ、それを第１のストリーム（３６）および第２のストリーム（３９）に分割
する第２の分割手段と、
　（６）前記第２の分割手段に接続されており、前記第１のストリーム（３６）を受け入
れ、それを実質的に凝縮する（３８ａ）ように十分に冷却する第２の熱交換手段（１０）
と、
　（７）前記第２の熱交換手段（１０）に接続されており、前記実質的に凝縮された第１
のストリーム（３８ａ）を受け入れ、それをより低圧に膨張する（３８ｂ）第１の膨張手
段（１４）と、
　（８）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記第１の膨張手段（１４）
に接続されて、それに対する頂部フィードとしての前記膨張させて冷却した第１のストリ
ーム（３８ｂ）を受け入れる吸収手段（１１８ｃ）と、
　（９）前記第２の分割手段に接続されており、前記第２のストリーム（３９）を受け入
れ、前記より低圧に膨張させる（３９ａ）第２の膨張手段（１５）であって、前記吸収手
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段（１１８ｃ）にさらに接続して、それに対する底部フィードとして、前記膨張させた第
２のストリーム（３９ａ）を供給する、第２の膨張手段（１５）と、
　（１０）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）
に接続して、前記吸収手段（１１８ｃ）の上部領域から蒸留蒸気ストリームを受け入れる
蒸気収集手段（１１８ｂ）と、
　（１１）前記蒸気収集手段（１１８ｂ）にさらに接続され、前記蒸留蒸気ストリーム（
４１）を受け入れて加熱し、それにより、前記工程（６）の冷却の少なくとも一部を供給
する、前記第２の熱交換手段（１０）と、
　（１２）前記第２の熱交換手段（１０）にさらに接続されて、前記加熱した蒸留蒸気ス
トリームを受け入れ、これを加熱し、それにより、前記工程（２）の冷却の少なくとも一
部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）として前記さらに加熱した蒸
留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出する、前記第１の熱交換手段（１０）と、
　（１３）前記吸収手段（１１８ｃ）に接続され、かつ前記処理アセンブリ（１１８）に
収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）の下部領域からの蒸留液体ストリームを受け
入れる液体収集手段と、
　（１４）前記液体収集手段にさらに接続されており、前記蒸留液体ストリームを受け入
れ、それを加熱し、前記工程（３）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記蒸
留液体ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前記
加熱されてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留分
（４４）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出する前記熱および物質移動手段（
１１８ｄ）と、
　（１５）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
）の量および温度を調節し、前記相対的に揮発性が低い留分中（４４）の成分の大部分が
回収されるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持する制御
手段と
を備えた、装置。
【請求項１３】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリーム
（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成分
の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または、前記Ｃ３

成分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が
低い留分（４４）とに分離するための装置であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）と第２の部分（３３）とに分
割する第１の分割手段と、
　（２）前記第１の部分（３２）を受け入れ、それを冷却する、前記第１の分割手段に接
続された第１の熱交換手段（１０）と、
　（３）前記第２の部分（３３）を受け入れ、それを冷却する、前記第１の分割手段に接
続され、かつ処理アセンブリ（１１８）に収容された熱および物質移動手段（１１８ｄ）
と、
　（４）前記第１の熱交換手段（１０）並びに前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）に
接続されており、前記冷却された第１の部分（３２ａ）および前記冷却された第２の部分
（３３ａ）を受け入れ、部分的に凝縮したガスストリーム（３１ａ）を形成する合流手段
と、
　（５）前記合流手段に接続されており、前記部分的に凝縮したガスストリーム（３１ａ
）を受け入れ、これを蒸気ストリーム（３４）および少なくとも１つの液体ストリーム（
３５）に分離する分離手段（１２または１１８ｅ）と、
　（６）前記分離手段（１２または１１８ｅ）に接続されており、前記蒸気ストリーム（
３４）を受け入れ、それを第１のストリーム（３６）および第２のストリーム（３９）に
分割する第２の分割手段と、
　（７）前記第２の分割手段に接続されており、前記第１のストリーム（３６）を受け入
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れ、それを実質的に凝縮する（３８ａ）ように十分に冷却する第２の熱交換手段（１０）
と、
　（８）前記第２の熱交換手段（１０）に接続されており、前記実質的に凝縮された第１
のストリーム（３８ａ）を受け入れ、それをより低圧に膨張する（３８ｂ）第１の膨張手
段（１４）と、
　（９）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記第１の膨張手段（１４）
に接続されて、それに対する頂部フィードとしての前記膨張させて冷却した第１のストリ
ーム（３８ｂ）を受け入れる吸収手段（１１８ｃ）と、
　（１０）前記第２の分割手段に接続されており、前記第２のストリーム（３９）を受け
入れ、前記より低圧に膨張させる（３９ａ）第２の膨張手段（１５）であって、前記吸収
手段（１１８ｃ）にさらに接続して、それに対する第１の底部フィードとして、前記膨張
させた第２のストリーム（３９ａ）を供給する、第２の膨張手段（１５）と、
　（１１）前記分離手段（１２または１１８ｅ）に接続されており、前記少なくとも１つ
の液体ストリーム（３５）の少なくとも一部（４０）を受け入れ、前記より低圧に膨張さ
せる第３の膨張手段（１７）であって、
　　　　（１１ａ）前記吸収手段（１１８ｃ）にさらに接続して、それに対する第２の底
部フィードとして、前記膨張させた液体ストリーム（４０ａ）を供給する、または
　　　　（１１ｂ）（ｉ）前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）が、上部および下部領
域を有し、
　　　　　　　　（ｉｉ）前記処理アセンブリ（１１８）を、前記第３の膨張手段（１７
）に接続して、前記少なくとも１つの液体ストリーム（４０ａ）の前記膨張した少なくと
も一部を受け入れ、前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）の前記上部および下部領域の
間に導く、
前記第３の膨張手段（１７）と、
　（１２）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）
に接続して、前記吸収手段（１１８ｃ）の上部領域から蒸留蒸気ストリームを受け入れる
蒸気収集手段（１１８ｂ）と、
　（１３）前記蒸気収集手段（１１８ｂ）にさらに接続され、前記蒸留蒸気ストリーム（
４１）を受け入れて加熱し、それにより、前記工程（７）の冷却の少なくとも一部を供給
する、前記第２の熱交換手段（１０）と、
　（１４）前記第２の熱交換手段（１０）にさらに接続されて、前記加熱した蒸留蒸気ス
トリームを受け入れ、これを加熱し、それにより、前記工程（２）の冷却の少なくとも一
部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）として前記さらに加熱した蒸
留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出する、前記第１の熱交換手段（１０）と、
　（１５）前記吸収手段（１１８ｃ）に接続され、かつ前記処理アセンブリ（１１８）に
収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）の下部領域からの蒸留液体ストリームを受け
入れる液体収集手段と、
　（１６）前記液体収集手段にさらに接続されており、前記蒸留液体ストリームを受け入
れ、それを加熱し、前記工程（３）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記蒸
留液体ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前記
加熱されてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留分
（４４）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出する前記熱および物質移動手段（
１１８ｄ）と、
　（１７）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
、４０ａ）の量および温度を調節し、前記相対的に揮発性が低い留分中（４４）の成分の
大部分が回収されるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持
する制御手段と
を備えた、装置。
【請求項１４】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリーム
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（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成分
の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または、前記Ｃ３

成分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が
低い留分（４４）とに分離するための装置であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）と第２の部分（３３）とに分
割する第１の分割手段と、
　（２）前記第１の部分（３２）を受け入れ、それを冷却する、前記第１の分割手段に接
続された第１の熱交換手段（１０）と、
　（３）前記第２の部分（３３）を受け入れ、それを冷却する、前記第１の分離手段に接
続され、かつ処理アセンブリ（１１８）に収容された熱および物質移動手段（１１８ｄ）
と、
　（４）前記第１の熱交換手段（１０）並びに前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）に
接続されており、前記冷却された第１の部分（３２ａ）および前記冷却された第２の部分
（３３ａ）を受け入れ、部分的に凝縮したガスストリーム（３１ａ）を形成する第１の合
流手段と、
　（５）前記第１の合流手段に接続されており、前記部分的に凝縮したガスストリーム（
３１ａ）を受け入れ、これを蒸気ストリーム（３４）および少なくとも１つの液体ストリ
ーム（３５）に分離する分離手段（１２または１１８ｅ）と、
　（６）前記分離手段（１２または１１８ｅ）に接続されており、前記蒸気ストリーム（
３４）を受け入れ、それを第１のストリーム（３６）および第２のストリーム（３９）に
分割する第２の分割手段と、
　（７）前記第２の分割手段および前記分離手段（１２または１１８ｅ）に接続されてお
り、前記第１のストリーム（３６）および前記少なくとも１つの液体ストリーム（３５）
の少なくとも一部（３７）を受け入れ、合流したストリーム（３８）を形成する第２の合
流手段と、
　（８）前記第２の合流手段に接続されており、前記合流したストリーム（３８）を受け
入れ、それを実質的に凝縮する（３８ａ）ように十分に冷却する第２の熱交換手段（１０
）と、
　（９）前記第２の熱交換手段（１０）に接続されており、前記実質的に凝縮した合流し
たストリーム（３８ａ）を受け入れ、それをより低圧に膨張する（３８ｂ）第１の膨張手
段（１４）と、
　（１０）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記第１の膨張手段（１４
）に接続されて、それに対する頂部フィードとしての前記膨張させて冷却した合流したス
トリーム（３８ｂ）を受け入れる吸収手段（１１８ｃ）と、
　（１１）前記第２の分割手段に接続されており、前記第２のストリーム（３９）を受け
入れ、前記より低圧に膨張させる（３９ａ）第２の膨張手段（１５）であって、前記吸収
手段（１１８ｃ）にさらに接続して、それに対する第１の底部フィードとして前記膨張さ
せた第２のストリーム（３９ａ）を供給する、第２の膨張手段（１５）と、
　（１２）前記分離手段（１２または１１８ｅ）に接続されており、前記少なくとも１つ
の液体ストリーム（３５）の任意の残りの部分（４０）を受け入れ、前記より低圧に膨張
させる（４０ａ）第３の膨張手段（１７）であって、
　　　　（１２ａ）前記吸収手段（１１８ｃ）にさらに接続して、それに対する第２の底
部フィードとして、前記膨張させた液体ストリーム（４０ａ）を供給する、または
　　　　（１２ｂ）（ｉ）前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）が、上部および下部領
域を有し、
　　　　　　　　　（ｉｉ）前記処理アセンブリ（１１８）を、前記第３の膨張手段（１
７）に接続して、前記少なくとも１つの液体ストリーム（４０ａ）の前記膨張した任意の
残りの部分を受け入れ、前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）の前記上部および下部領
域の間に導く、
前記第３の膨張手段（１７）と、
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　（１３）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）
に接続して、前記吸収手段（１１８ｃ）の上部領域から蒸留蒸気ストリームを受け入れる
蒸気収集手段（１１８ｂ）と、
　（１４）前記蒸気収集手段（１１８ｂ）にさらに接続され、前記蒸留蒸気ストリーム（
４１）を受け入れて加熱し、それにより、前記工程（８）の冷却の少なくとも一部を供給
する、前記第２の熱交換手段（１０）と、
　（１５）前記第２の熱交換手段（１０）にさらに接続されて、前記加熱した蒸留蒸気ス
トリームを受け入れ、これを加熱し、それにより、前記工程（２）の冷却の少なくとも一
部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）として前記さらに加熱した蒸
留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出する、前記第１の熱交換手段（１０）と、
　（１６）前記吸収手段（１１８ｃ）に接続され、かつ前記処理アセンブリ（１１８）に
収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）の下部領域からの蒸留液体ストリームを受け
入れる液体収集手段と、
　（１７）前記液体収集手段にさらに接続されており、前記蒸留液体ストリームを受け入
れ、それを加熱し、前記工程（３）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記蒸
留液体ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前記
加熱されてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留分
（４４）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出する前記熱および物質移動手段（
１１８ｄ）と、
　（１８）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
、４０ａ）の量および温度を調節し、前記相対的に揮発性が低い留分中（４４）の成分の
大部分が回収されるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持
する制御手段と
を備えた、装置。
【請求項１５】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリーム
（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成分
の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または、前記Ｃ３

成分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が
低い留分（４４）とに分離するための装置であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）と第２の部分（３３）とに分
割する分割手段と、
　（２）前記第１の部分（３２）を受け入れ、それを冷却する、前記分割手段に接続され
た第１の熱交換手段（１０）と、
　（３）前記第２の部分（３３）を受け入れ、それを冷却する、前記分割手段に接続され
、かつ処理アセンブリ（１１８）に収容された熱および物質移動手段（１１８ｄ）と、
　（４）前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）に接続されており、前記冷却した第２の
部分（３３ａ）を受け入れ、さらに十分に冷却してそれを実質的に凝縮する（３８ａ）第
２の熱交換手段（１０）と、
　（５）前記第２の熱交換手段（１０）に接続されており、前記実質的に凝縮された第２
の部分（３８ａ）を受け入れ、それをより低圧に膨張する（３８ｂ）第１の膨張手段（１
４）と、
　（６）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記第１の膨張手段（１４）
に接続されて、それに対する頂部フィードとしての前記膨張させて冷却した第２の部分（
３８ｂ）を受け入れる吸収手段（１１８ｃ）と、
　（７）前記第１の熱交換手段（１０）に接続されており、前記冷却した第１の部分（３
２ａ）を受け入れ、前記より低圧に膨張させる（３４ａ）第２の膨張手段（１５）であっ
て、前記吸収手段（１１８ｃ）にさらに接続して、それに対する底部フィードとして前記
膨張させて冷却した第１のストリーム（３４ａ）を供給する、第２の膨張手段（１５）と
、
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　（８）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）に
接続して、前記吸収手段（１１８ｃ）の上部領域から蒸留蒸気ストリームを受け入れる蒸
気収集手段（１１８ｂ）と、
　（９）前記蒸気収集手段（１１８ｂ）にさらに接続され、前記蒸留蒸気ストリーム（４
１）を受け入れて加熱し、それにより、前記工程（４）の冷却の少なくとも一部を供給す
る、前記第２の熱交換手段（１０）と、
　（１０）前記第２の熱交換手段（１０）にさらに接続されて、前記加熱した蒸留蒸気ス
トリームを受け入れ、これを加熱し、それにより、前記工程（２）の冷却の少なくとも一
部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）として前記さらに加熱した蒸
留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出する、前記第１の熱交換手段（１０）と、
　（１１）前記吸収手段（１１８ｃ）に接続され、かつ前記処理アセンブリ（１１８）に
収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）の下部領域からの蒸留液体ストリームを受け
入れる液体収集手段と、
　（１２）前記液体収集手段にさらに接続されており、前記蒸留液体ストリームを受け入
れ、それを加熱し、前記工程（３）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記蒸
留液体ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前記
加熱されてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留分
（４４）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出する前記熱および物質移動手段（
１１８ｄ）と、
　（１３）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
）の量および温度を調節し、前記相対的に揮発性が低い留分中（４４）の成分の大部分が
回収されるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持する制御
手段と
を備えた、装置。
【請求項１６】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリーム
（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成分
の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または、前記Ｃ３

成分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が
低い留分（４４）とに分離するための装置であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）と第２の部分（３３）とに分
割する分割手段と、
　（２）前記第１の部分（３２）を受け入れ、それを十分に冷却して部分的に濃縮させる
（３２ａ）、前記分割手段に接続された第１の熱交換手段（１０）と、
　（３）前記第１の熱交換手段（１０）に接続して、前記部分的に凝縮した第１の部分（
３２ａ）を受け入れ、蒸気ストリーム（３４）と少なくとも１つの液体ストリーム（３５
）とに分離する分離手段（１２または１１８ｅ）と、
　（４）前記第２の部分（３３）を受け入れ、それを冷却する、前記分割手段に接続され
、かつ処理アセンブリ（１１８）に収容された熱および物質移動手段（１１８ｄ）と、
　（５）前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）に接続されており、前記冷却した第２の
部分（３３ａ）を受け入れ、さらに十分に冷却してそれを実質的に凝縮する（３８ａ）第
２の熱交換手段（１０）と、
　（６）前記第２の熱交換手段（１０）に接続されており、前記実質的に凝縮された第２
の部分（３８ａ）を受け入れ、それをより低圧に膨張する（３８ｂ）第１の膨張手段（１
４）と、
　（７）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記第１の膨張手段（１４）
に接続されて、それに対する頂部フィードとしての前記膨張させて冷却した第２の部分（
３８ｂ）を受け入れる吸収手段（１１８ｃ）と、
　（８）前記分離手段に接続されており、前記蒸気ストリーム（３４）を受け入れ、前記
より低圧に膨張させる（３４ａ）第２の膨張手段（１５）であって、前記吸収手段（１１
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８ｃ）にさらに接続して、それに対する第１の底部フィードとして前記膨張した蒸気スト
リーム（３４ａ）を供給する、第２の膨張手段（１５）と、
　（９）前記分離手段（１２または１１８ｅ）に接続して、前記少なくとも１つの液体ス
トリーム（３５）の少なくとも一部（４０）を受け入れ、前記より低圧に膨張させる（４
０ａ）第３の膨張手段（１７）であって、
　　　（９ａ）前記吸収手段（１１８ｃ）にさらに接続して、それに対する第２の底部フ
ィードとしての前記膨張させた液体ストリーム（４０ａ）を供給する、または
　　　（９ｂ）（ｉ）前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）が、上部および下部領域を
有し、
　　　　　　（ｉｉ）前記処理アセンブリ（１１８）を、前記第３の膨張手段（１７）に
接続して、前記少なくとも１つの液体ストリーム（４０ａ）の前記膨張した少なくとも一
部を受け入れ、前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）の前記上部および下部領域の間に
導く、
第３の膨張手段（１７）と、
　（１０）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）
に接続して、前記吸収手段（１１８ｃ）の上部領域から蒸留蒸気ストリームを受け入れる
蒸気収集手段（１１８ｂ）と、
　（１１）前記蒸気収集手段（１１８ｂ）にさらに接続され、前記蒸留蒸気ストリーム（
４１）を受け入れて加熱し、それにより、前記工程（５）の冷却の少なくとも一部を供給
する、前記第２の熱交換手段（１０）と、
　（１２）前記第２の熱交換手段（１０）にさらに接続されて、前記加熱した蒸留蒸気ス
トリームを受け入れ、これを加熱し、それにより、前記工程（２）の冷却の少なくとも一
部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）として前記さらに加熱した蒸
留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出する、前記第１の熱交換手段（１０）と、
　（１３）前記吸収手段（１１８ｃ）に接続され、かつ前記処理アセンブリ（１１８）に
収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）の下部領域からの蒸留液体ストリームを受け
入れる液体収集手段と、
　（１４）前記液体収集手段にさらに接続されており、前記蒸留液体ストリームを受け入
れ、それを加熱し、前記工程（４）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記蒸
留液体ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前記
加熱されてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留分
（４４）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出する前記熱および物質移動手段（
１１８ｄ）と、
　（１５）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
、４０ａ）の量および温度を調節し、前記相対的に揮発性が低い留分中（４４）の成分の
大部分が回収されるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持
する制御手段と
を備えた、装置。
【請求項１７】
　メタン、Ｃ２成分、Ｃ３成分およびより重質の炭化水素成分を含有するガスストリーム
（３１）を、揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）と、前記Ｃ２成分の大部分、前記Ｃ３成分
の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有するか、または、前記Ｃ３

成分の大部分、および前記より重質の炭化水素成分の大部分を含有する相対的に揮発性が
低い留分（４４）とに分離するための装置であって、
　（１）前記ガスストリーム（３１）を第１の部分（３２）と第２の部分（３３）とに分
割する分割手段と、
　（２）前記第１の部分（３２）を受け入れ、それを冷却する、前記第１の分割手段に接
続された第１の熱交換手段（１０）と、
　（３）前記第１の熱交換手段（１０）に接続して、前記部分的に凝縮した第１の部分（
３２ａ）を受け入れ、蒸気ストリーム（３４）と少なくとも１つの液体ストリーム（３５
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）とに分離する分離手段（１２または１１８ｅ）と、
　（４）前記第２の部分（３３）を受け入れ、それを冷却する、前記分割手段に接続され
、かつ処理アセンブリ（１１８）に収容された熱および物質移動手段（１１８ｄ）と、
　（５）前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）および前記分離手段（１２または１１８
ｅ）に接続されており、前記冷却した第２の部分（３３ａ）および前記少なくとも１つの
液体ストリーム（３５）の少なくとも一部（３７）を受け入れ、合流したストリーム（３
８）を形成する合流手段と、
　（６）前記合流手段に接続されており、前記合流したストリーム（３８）を受け入れ、
それを十分に冷却して実質的に凝縮する（３８ａ）第２の熱交換手段（１０）と、
　（７）前記第２の熱交換手段（１０）に接続されており、前記実質的に凝縮された合流
ストリーム（３８ａ）を受け入れ、それをより低圧に膨張する（３８ｂ）第１の膨張手段
（１４）と、
　（８）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記第１の膨張手段（１４）
に接続されて、それに対する頂部フィードとしての前記膨張させて冷却した合流ストリー
ム（３８ｂ）を受け入れる吸収手段（１１８ｃ）と、
　（９）前記分離手段（１２または１１８ｅ）に接続されており、前記蒸気ストリーム（
３４）を受け入れ、前記より低圧に膨張させる（３４ａ）第２の膨張手段（１５）であっ
て、前記吸収手段（１１８ｃ）にさらに接続して、それに対する第１の底部フィードとし
て前記膨張した蒸気ストリーム（３４ａ）を供給する、第２の膨張手段（１５）と、
　（１０）前記分離手段（１２または１１８ｅ）に接続して、前記少なくとも１つの液体
ストリーム（３５）の任意の残りの部分（４０）を受け入れ、前記より低圧に膨張させる
（４０ａ）第３の膨張手段（１７）であって、
　　　　（１０ａ）前記吸収手段（１１８ｃ）にさらに接続して、それに対する第２の底
部フィードとしての前記膨張させた液体ストリーム（４０ａ）を供給する、または
　　　　（１０ｂ）（ｉ）前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）が、上部および下部領
域を有し、
　　　　　　　　（ｉｉ）前記処理アセンブリ（１１８）を、前記第３の膨張手段（１７
）に接続して、前記少なくとも１つの液体ストリーム（４０ａ）の前記膨張した任意の残
りの部分を受け入れ、前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）の前記上部および下部領域
の間に導く、
前記第３の膨張手段（１７）と、
　（１１）前記処理アセンブリ（１１８）に収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）
に接続して、前記吸収手段（１１８ｃ）の上部領域から蒸留蒸気ストリームを受け入れる
蒸気収集手段（１１８ｂ）と、
　（１２）前記蒸気収集手段（１１８ｂ）にさらに接続され、前記蒸留蒸気ストリーム（
４１）を受け入れて加熱し、それにより、前記工程（６）の冷却の少なくとも一部を供給
する、前記第２の熱交換手段（１０）と、
　（１３）前記第２の熱交換手段（１０）にさらに接続されて、前記加熱した蒸留蒸気ス
トリームを受け入れ、これを加熱し、それにより、前記工程（２）の冷却の少なくとも一
部を供給し、続いて、前記揮発性の残留ガス留分（４１ｄ）として前記さらに加熱した蒸
留蒸気ストリーム（４１ａ）を放出する、前記第１の熱交換手段（１０）と、
　（１４）前記吸収手段（１１８ｃ）に接続され、かつ前記処理アセンブリ（１１８）に
収容されており、前記吸収手段（１１８ｃ）の下部領域からの蒸留液体ストリームを受け
入れる液体収集手段と、
　（１５）前記液体収集手段にさらに接続されており、前記蒸留液体ストリームを受け入
れ、それを加熱し、前記工程（４）における冷却の少なくとも一部を供給しつつ、前記蒸
留液体ストリームから出たより高い揮発性成分を同時にストリッピングし、続いて、前記
加熱されてストリッピングされた蒸留液体ストリームを、前記相対的に揮発性が低い留分
（４４）として前記処理アセンブリ（１１８）から放出する前記熱および物質移動手段（
１１８ｄ）と、
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　（１６）前記吸収手段（１１８ｃ）に対する前記フィードストリーム（３８ｂ、３９ａ
、４０ａ）の量および温度を調節し、前記相対的に揮発性が低い留分中（４４）の成分の
大部分が回収されるような温度に前記吸収手段（１１８ｃ）の前記上部領域の温度を維持
する制御手段と
を備えた、装置。
【請求項１８】
　前記分離手段（１１８ｅ）を、前記処理アセンブリ（１１８）に収容する、請求項１３
、１４、１６、または１７に記載の装置。
【請求項１９】
　（１）ガス収集手段（１１８ｅ）を、前記処理アセンブリ（１１８）に収容し、
　（２）追加的な熱および物質移動手段は、前記ガス収集手段（１１８ｅ）の内部に含ま
れ、前記追加的な熱および物質移動手段は、外部の冷却媒体に通じる１つ以上の経路を含
み、
　（３）前記ガス収集手段（１１８ｅ）を、前記合流手段に接続して、前記冷却したガス
ストリーム（３１ａ）を受け入れて、前記外部の冷却媒体によりさらに冷却するために、
前記追加的な熱および物質移動手段に導き、
　（４）前記第２の分割手段を、前記ガス収集手段（１１８ｅ）に接続させて、前記さら
に冷却したガスストリーム（３４）を受け入れ、前記第１のストリーム（３６）および第
２のストリーム（３９）に分割する、
請求項１２に記載の装置。
【請求項２０】
　（１）ガス収集手段（１１８ｅ）を、前記処理アセンブリ（１１８）に収容し、
　（２）追加的な熱および物質移動手段が、前記ガス収集手段（１１８ｅ）の内部に含ま
れ、前記追加的な熱および物質移動手段は、外部の冷却媒体に通じる１つ以上の経路を含
み、
　（３）前記ガス収集手段（１１８ｅ）を、前記第１の熱交換手段（１０）に接続して、
前記冷却した第１の部分（３２ａ）を受け入れて、前記外部の冷却媒体によりさらに冷却
するために、前記追加的な熱および物質移動手段に導き、
　（４）前記第２の膨張手段（１５）を、前記ガス収集手段（１１８ｅ）に接続させて、
前記さらに冷却した第１の部分（３４）を受け入れ、前記より低圧に膨張させ（３４ａ）
、前記第２の膨張手段（１５）を、それに対する前記底部フィードとしての前記膨張させ
てさらに冷却した第１の部分（３４ａ）を供給するための前記吸収手段（１１８ｃ）にさ
らに接続する、
請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　（１）追加的な熱および物質移動手段が、前記分離手段（１２または１１８ｅ）の内部
に含まれ、前記追加的な熱および物質交換手段が、外部の冷却媒体に通じる１つ以上の経
路を含み、
　（２）前記蒸気ストリームを、前記外部の冷却媒体により冷却するために前記追加的な
熱および物質移動手段に導き、追加的な凝縮物を形成し、
　（３）前記凝縮物を、その中に分離した前記少なくとも１つの液体ストリーム（３５）
の一部とする、
請求項１３、１４、１６、１７、または１８に記載の装置。
【請求項２２】
　前記熱および物質移動手段（１１８ｄ）が、前記蒸留液体ストリームから出た前記より
高い揮発性成分を前記ストリッピングするために、前記第２の部分（３３）により供給さ
れる加熱を補う外部の加熱媒体に通じる１つ以上の経路を含む、請求項１２、１３、１４
、１５、１６、１７、１８、１９、２０、または２１に記載の装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　セパレータ１２からの蒸気（流れ３４）は、２つの流れ、３６および３９に分けられる
。総蒸気の約３２％を含有する流れ３６は、セパレータ液体（流れ３５）と結合され、結
合された流れ３８は、それが実質的な濃縮物に冷却される低温残渣ガス（流れ４１）との
熱交換関係で熱交換器１３を通過する。結果として生じる実質的に濃縮された－１３１°
Ｆ［－９０℃］での流れ３８ａは、次に、膨張弁１４を介して分留塔１８の動作圧力（約
４１０ｐｓｉａ［２，８２７ｋＰａ（ａ）］にフラッシュ膨張される。膨張中、流れの一
部が気化され、全体の流れの冷却が生じる。図１に示されるプロセスでは、膨張弁１４を
離れる膨張した流れ３８ｂが－１３７°Ｆ［－９４℃］に達し、分留塔１８の上部領域の
セパレータ部分１８ａに供給される。そこで分離された液体は、脱メタン部１８ｂへの上
部フィードとなる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　図２のプロセスのシミュレーションでは、入口ガスが、流れ３１として工場に進入し、
２つの部分、流れ３２及び３３に分けられる。第１の部分、つまり流れ３２は、処理アセ
ンブリ１１８内部のフィード冷却部１１８ａの上部領域内の熱交換手段に進入する。この
熱交換手段は、フィン及び管型熱交換器、プレート型熱交換器、蝋付けアルミニウム型熱
交換器、もしくはマルチパス及び／又はマルチサービス熱交換器を含む他の型の熱移動装
置から構成され得る。この熱交換手段は、熱交換手段の１つの流路を通って流れる流れ３
２と、フィード冷却部１１８ａの下部領域内の熱交換手段で加熱された、処理アセンブリ
１１８内部のセパレータ部分１１８ｂから生じる蒸留蒸気流れとの間で熱交換を実現する
ように構成される。流れ３２は、蒸留蒸気流れをさらに加熱する間に冷却され、流れ３２
ａは－２６°Ｆ［－３２℃］で熱交換手段を離れる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　第２の部分、つまり流れ３３は、処理アセンブリ１１８内の脱メタン部１１８ｄの熱及
び物質移動手段に進入する。この熱及び物質移動手段も、フィン及び管型熱交換器、プレ
ート型熱交換器、蝋付けアルミニウム型熱交換器、もしくはマルチパス及び／又はマルチ
サービス熱交換器を含む、他の型の熱移動装置から構成され得る。熱及び物質移動手段は
、熱及び物質移動手段の１つの流路を通って流れる流れ３３と、処理アセンブリ１１８内
部の吸収部１１８ｃから下方に流れる蒸留液体流れとの間で熱交換を実現するように構成
され、したがって流れ３３は、それが熱及び物質移動手段を離れる前に、蒸留液体流れを
加熱し、流れ３３ａを－３８°［－３９℃］まで冷却する間に冷却される。蒸留液体流れ
は加熱されると、その一部は気化され、残りの液体が熱及び物質移動手段を通して下流に
流れ続けるにつれて上方に上昇するストリッピング蒸気を形成する。熱及び物質移動手段
は、それが気相と液相の間で物質移動を実現し、メタン及びより軽質な成分の液体生成物
流れ４４を除去するためにも機能するように、ストリッピング蒸気と蒸留液体流れの間に
連続接点を提供する。
【誤訳訂正５】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　セパレータ部分１１８ｅからの蒸気（流れ３４）は、２つの流れ３６及び３９に分けら
れる。総蒸気の約３２％を含む流れ３６は、分離された液体（流れ３７Ａを介した、流れ
３５）と結合し、結合された流れ３８は、処理アセンブリ１１８内部のフィード冷却部１
１８ａの下部領域内の熱交換器内に進入する。この熱交換器手段は、同様に、フィン及び
管型熱交換器、プレート型熱交換器、蝋付けアルミニウム型熱交換器、もしくはマルチパ
ス及び／又はマルチサービス熱交換器を含む、他の型の熱移動装置から構成され得る。熱
交換器手段は、熱交換器手段の１つの流路を通って流れる流れ３８と、セパレータ部分１
１８ｂから生じる蒸留蒸気流れの間で熱交換を実現するように構成され、したがって流れ
３８は蒸留蒸気流れを加熱しながら実質的な濃縮物に冷却される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　処理アセンブリ１１８内部の脱メタン部１１８ｄの熱及び物質移動手段から下方に流れ
る蒸留液体は、メタン及びより軽質の成分を除去されている。結果として生じる液体生成
物（流れ４４）は、脱メタン部１１８ｄの下部領域を出て、６７°Ｆ［２０℃］で処理ア
センブリ１１８を離れる。セパレータ部分１１８ｂから生じる蒸留蒸気流れは、前述され
たように、それが流れ３２及び３８への冷却を提供するにつれフィード冷却部１１８ａ内
で暖められ、結果として生じる残渣ガス流れ４１は９６°Ｆ［３６℃］で処理アセンブリ
１１８ａを離れる。残渣ガスは、次に２つの段階、つまり膨張機１５によって駆動される
圧縮機１６、及び補足電源によって駆動される圧縮機２０で再圧縮される。流れ４１ｂが
、排出冷却器２１内で１２０°Ｆ［４９℃］に冷却された後、残渣ガス生成物（流れ４１
ｃ）は９１５ｐｓｉａ［６，３０７ｋＰａ（ａ）］で販売用ガスパイプラインに流れる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　図１の先行技術の回収効率に優る、本発明によって提供される回収効率の改善は、おも
に２つの要因による。第１に、フィード冷却部１１８ａの熱交換手段、並びに脱メタン部
１１８ｄ内の熱及び物質移動手段での熱交換手段のコンパクトな配置が、従来の処理工場
に見られる相互接続配管によって課される圧力低下を排除する。その結果、膨張機１５の
中に流れる供給ガスの部分は、先行技術に比較すると本発明に対してより高圧であり、本
発明の膨張機１５が、先行技術の膨張機１５がより低い出口圧力で生成できるのと同程度
に多くの電力をより高い出口圧力で生じさせることを可能にする。したがって、本発明の
処理アセンブリ１１８内の吸収部１１８ｃは、同じ回収レベルを維持しながら、先行技術
の分留カラム１８よりも高圧で動作することができる。このより高い動作圧力は、相互接
続配管の排除のための残渣ガスに対する圧力低下の削減も加わり、圧縮機２０に進入する
残渣ガスにとって著しく高い圧力を生じさせ、それによって本発明によってパイプライン
圧力に残渣ガスを復元するために必要とされる電力を削減する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書



(18) JP 2013-527414 A5 2015.7.23

【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　第２に、結果として生じる蒸気が液体と接触し、その揮発性成分を除去することを可能
にしながら、吸収部１１８ｃを離れる蒸留液体を同時に加熱するために脱メタン部１１８
ｄの熱及び物質移動手段を使用することは、外部リボイラとともに従来の蒸留カラムを使
用することよりも効率的である。揮発性成分は連続的に液体を取り除かれ、ストリッピン
グ蒸気中の揮発性成分の濃度をより迅速に削減し、それによって本発明にとってのストリ
ッピング効率を改善する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
（他の実施形態）
　いくつかの状況では、処理アセンブリ１１８からフィード冷却部１１８ａを排除し、図
１０から図１７に示される熱交換器１０等のフィード冷却用の処理アセンブリに外部の熱
交換手段を使用することが好まれることがある。かかる配置は、処理アセンブリ１１８を
より小型にできるようにし、いくつかの場合には全体的なプラント費用を削減し、及び／
又は製作予定を短縮することもある。全ての場合で、交換器１０が、多数の個々の熱交換
器、又は単一のマルチパス熱交換器のどちらか、もしくはその組み合わせを表すことに留
意されたい。かかるそれぞれの熱交換器は、フィン及び管型熱交換器、プレート型熱交換
器、蝋付けアルミニウム型熱交換器、もしくはマルチパス及び／又はマルチサービス熱交
換器を含む、他の型の熱移動装置から構成され得る。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　供給ガスがより濃厚である場合、流れ３５で分離される液体の量は、膨張流れ３９ａと
、図３、図７、図１１、及び図１５に示される膨張液体流れ４０ａの間、又は膨張流れ３
４ａと、図５、図９、図１３、及び図１７に示される膨張液体流れ４０ａの間に脱メタン
部１１８ｄの追加の物質移動ゾーンを配置することを好むほど十分に大きいことがある。
かかる場合では、脱メタン部１１８ｄの熱及び物質移動手段は、膨張液体流れ４０ａが２
つの部分の間で導入できるように、上部部分と下部部分に構成され得る。破線で示される
ように、いくつかの状況では、液体流れ３５（流れ３７）の一部を、流れ３６（図３、図
７、図１１及び図１５）の中の蒸気、又は冷却された第２の部分３３ａ（図５、図９、図
１３、図１７）と結合し、結合された流れ３８を形成することが好まれることがある。一
方、液体流れ３５（流れ４０）の残りの部分は圧力を引き下げるために膨張され、脱メタ
ン部１１８ｄの熱及び物質移動手段の上部部分と下部部分の間で、流れ４０ａとして供給
される。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
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　本発明に従って、蒸留蒸気及び液体流れからの入口ガスに利用できる冷却を補足するた
めに外部冷却を使用することは、特に入口富ガスの場合に利用し得る。かかる場合、熱及
び物質移動手段は、図２から図５、及び図１０から図１３に破線で示されるセパレータ部
分１１８ｅ（又は冷却されたフィード流れ３１ａ又は冷却された第１の部分３２ａが液体
を含まないときのかかる場合のガス収集手段）に含まれるか、熱及び物質移動手段は、図
６から図９及び図１４から図１７の破線によって示されるセパレータ１２内に含まれても
よい。この熱及び物質移動手段は、フィン及び管型熱交換器、プレート型熱交換器、蝋付
けアルミニウム型熱交換器、もしくはマルチパス及び／又はマルチサービス熱交換器を含
む、他のタイプの熱移動装置から構成され得る。熱及び物質移動手段は、熱及び物質移動
手段の１つの流路を通って流れる冷却剤流れ（例えばプロパン）と流れ３１ａ（図２、図
３、図６、図７、図１０、図１１、図１４、及び図１５）又は上方に流れる流れ３２ａ（
図４、図５、図８、図９、図１２、図１３、図１６、及び図１７）の蒸気部分の間で熱交
換を実現するように構成され、したがって冷却剤は蒸気をさらに冷却し、下方に落下し、
流れ２５の中で取り除かれる液体の部分になる追加の液体を濃縮する。別法として、従来
のガス冷却装置（複数の場合がある）が、流れ３１ａがセパレータ部分１１８ｅ（図２、
図３、図１０、及び図１１）又はセパレータ１２（図６、図７、図１４、及び図１５）に
入る前に、もしくは流れ３２ａがセパレータ部分１８ｅ（図４、図５、図１２、及び図１
３）又はセパレータ１２（図８、図９、図１６、及び図１７）に進入する前に、冷却剤で
流れ３２ａ、流れ３３ａ、及び／又は流れ３１ａを冷却するために使用できるだろう。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　供給ガスの温度及び富裕、並びに液体生成物流れ４４内で回収されるＣ２成分の量に応
じて、脱メタン部１１８ｄを離れる液体に製品仕様を満たさせるほど十分な加熱が流れ３
３から利用できないことがある。かかる場合では、脱メタン部１１８ｄの熱及び物質移動
手段は、図２から図１７の破線によって示される加熱媒体を補足加熱に提供するための用
意を含むことがある。別法として、別の熱及び物質移動手段が、補足加熱を提供するため
に脱メタン部１１８ｄの下部領域に含むことができるか、又は流れ３３が、それが脱メタ
ン部１１８ｄ内の熱及び物質移動手段に供給される前に加熱媒体で加熱できる。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　フィード冷却部１１８ａの上部領域及び下部領域内の熱交換手段のために選択される熱
移動装置の種類に応じて、単一のマルチパス装置及び／又はマルチサービス熱移動装置内
でこれらの熱交換手段を結合することが可能であることがある。かかる場合、マルチパス
装置及び／又はマルチサービス熱移動装置は、所望される冷却及び加熱を達成するために
、流れ３２、流れ３８、及び蒸留蒸気流れを分散する、分離する、及び収集するための適
切な手段を含む。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
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　いくつかの状況では、脱メタン部１１８ｄの上部領域内で追加の物質移動を実現するこ
とが好まれることがある。かかる場合、物質移動手段は、膨張流れ３９ａ（図２、図３、
図６、図７、図１０、図１１、図１４、及び図１５）又は膨張流れ３４ａ（図４、図５、
図８、図９、図１２、図１３、図１６、及び図１７）が吸収部１１８ｃの下部領域に入る
下方に、及び冷却された第２の部分３３ａが脱メタン部１１８ｄ内の熱及び物質移動手段
を離れる上方に配置できる。
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